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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和３年10月末現在
　男　15,837人
　女　15,815人
　総人口　31,652人
　世帯数　13,350世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合
　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/

12
No.1049

December 2021

Ibaraki Public Information広報

里山に育む生きものたち
№112　アオサギ
学名 Ardea cinerea

再生紙を使用しています

写真・文　 山口　萬壽美

飯沼こども園ちびっ子アート

「くだものだいすき」
　よしかわ　ましろ （５歳）

「おおきなはなび」
　ぐんじ　あいる （６歳）

か
き　

わ

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
サ

ギ
の
仲
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
涸

沼
に
も
稀
に
あ
ら
わ
れ
る
大

型
の
種
、
ア
オ
サ
ギ
で
す
。

▼
ア
オ
サ
ギ
の
分
布
と
習
性

　

ア
オ
サ
ギ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
大
部
分
や
南
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ

ア
圏
に
か
け
て
生
息
し
て
い

ま
す
。
全
長
は
約
95
㎝
、
羽

を
広
げ
る
と
１
６
０
㎝
ほ
ど

に
も
な
り
、
日
本
最
大
級
の

サ
ギ
と
い
え
ま
す
。

　

海
岸
や
干
潟
、
水
田
、
湖

沼
、
池
、
河
川
な
ど
で
暮
ら

し
、
た
め
池
な
ど
の
ア
シ
原

で
地
上
営
巣
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

浅
瀬
を
静
か
に
歩
き
回
っ

て
エ
サ
を
探
し
、
獲
物
を
見

つ
け
る
と
、
狙
い
を
定
め
て

素
早
く
く
ち
ば
し
で
捕
ら
え

ま
す
。
水
辺
で
魚
を
捕
ら
え

る
ほ
か
、
カ
エ
ル
や
イ
モ
リ
、

ヘ
ビ
、
小
型
ほ
乳
類
な
ど
も

エ
サ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
ア
オ
サ
ギ
の
特
徴

　

頭
か
ら
首
は
白
く
、
体
上

面
は
青
み
が
か
っ
た
灰
色
を

し
て
お
り
、
オ
ス
と
メ
ス
で

体
色
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
ち
ば
し
は
黄
色
、

足
は
黄
褐
色
、
初
列
雨
覆
と

風
切
羽
根
は
黒
色
を
し
て
お

り
、
飛
翔
中
の
姿
を
見
る
と

そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

後
頭
部
に
は
長
い
冠
羽
が

生
え
、
額
の
両
側
か
ら
目
上

を
通
り
、
後
頭
で
つ
な
が
る

黒
色
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

成
鳥
は
、
冬
に
な
る
と
上

く
ち
ば
し
が
黒
み
を
帯
び
、

羽
の
青
灰
色
も
夏
の
時
期
ほ

ど
青
色
を
感
じ
な
く
な
り
ま

す
。

　

前
回
掲
載
し
た
コ
サ
ギ
同

様
、「
婚
姻
色
」と
呼
ば
れ
る

体
色
の
変
化
が
あ
り
、
ア
オ

サ
ギ
の
場
合
は
３
〜
４
月
に

か
け
て
、
く
ち
ば
し
や
眼
先
、

足
が
赤
み
を
呈
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

他
の
サ
ギ
類
と
似
た
よ
う

な「
グ
ア
ー
」と
い
う
鳴
き
声

を
出
し
ま
す
が
、
飛
翔
中
に

「
キ
ァ
ッ
」
と
や
や
甲
高
く

鳴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

干
拓
地
や
川
の
中
州
、
高

い
木
の
上
な
ど
で
首
を
縮
め
、

片
足
で
立
っ
て
長
時
間
休
む

様
子
な
ど
が
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

サ
ギ
の
習
性
で
あ
る
集
団

繁
殖
地
（
サ
ギ
山
）
を
形
成

し
、
愛
知
県
に
あ
る
コ
ロ

ニ
ー
が
有
名
な
ほ
か
、
県
内

で
は
久
慈
川
流
域
の
常
陸
太

田
市
堅
磐
地
区
に
あ
る
サ
ギ

山
が
、
観
察
の
名
所
で
す
。

▼
神
々
し
い
姿
に
感
動

　

過
去
、
早
朝
に
ア
オ
サ
ギ

数
羽
が
水
田
に
立
っ
て
い
る

姿
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
じ
っ
と
静
か
に
立
つ

彼
ら
に
、
太
陽
の
光
が
さ
っ

と
射
し
た
瞬
間
の
神
々
し
さ

は
、
ま
る
で
雪
原
の
中
に
た

た
ず
む
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の

よ
う
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
記

憶
で
す
。


